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問　
市
は
新
た
に
プ
ッ

シ
ュ
型
広
報
ア
プ
リ

と
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導
入

を
進
め
て
い
る
が
、
伝
わ

る
広
報
実
現
の
た
め
に
は
、

登
録
者
数
を
増
や
す
こ
と

が
課
題
で
あ
り
、
市
民
の

関
心
事
に
寄
せ
た
コ
ン
テ

ン
ツ
の
充
実
と
庁
内
で
の

連
携
が
成
否
を
分
け
る
と

考
え
る
。
市
の
見
解
は
。

答　
登
録
者
数
増
加
の

課
題
や
効
果
的
な
情

報
の
分
野
に
つ
い
て
は
、

同
じ
認
識
を
持
つ
。
導
入

に
向
け
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
ク
セ
ス

分
析
を
踏
ま
え
て
市
民
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
各
種
情

報
の
担
当
所
属
と
連
携
を

進
め
る
中
で
、
配
信
以
外

に
も
導
入
す
る
機
能
や
登

問　
今
、
自
治
会
は
全

国
的
に
役
員
の
な
り

手
不
足
・
高
齢
化
・
加
入

率
低
下
等
で
存
続
の
危
機

に
あ
り
、
手
立
て
が
必
要
。

本
市
の
現
状
と
課
題
の
分

析
は
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
の
取
り
組
み
は
。

答　
近
年
、
価
値
観
の

多
様
化
や
生
活
ス
タ

イ
ル
の
変
化
、
核
家
族
化

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

意
識
の
希
薄
化
が
急
速
に

進
む
中
で
、
地
域
の
自
治

活
動
や
互
助
活
動
の
機
能

低
下
が
市
と
し
て
深
刻
な

課
題
で
あ
り
、
状
況
を
変

え
る
必
要
性
を
認
識
し
て

い
る
。
ま
ず
自
治
会
の
抱

え
る
問
題
点
把
握
が
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
今
年
度
、

各
自
治
会
長
あ
て
に
ア
ン

録
者
数
増
加
に
つ
な
が
る

機
能
を
検
討
し
、
コ
ン
テ

ン
ツ
充
実
に
取
り
組
む
。

問　
市
は
こ
れ
ま
で
災

害
時
受
援
計
画
を
定

め
、
各
団
体
と
防
災
協
定

を
締
結
し
て
き
て
い
る
。

災
害
発
生
時
・
そ
の
後
の

復
旧
に
お
け
る
意
義
は
。

今
後
ま
す
ま
す
民
間
活
力

の
導
入
を
。

答　
大
規
模
災
害
時
に

外
部
支
援
が
果
た
す

役
割
は
大
き
く
、
効
果
的

に
生
か
し
円
滑
に
運
用
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

令
和
元
年
に
は
受
援
体
制

を
整
理
し
、
具
体
的
事
項

を
明
文
化
し
た
市
受
援
計

画
を
策
定
。
２
年
度
以
降

は
災
害
復
旧
作
業
、
郵
便

局
と
の
相
互
協
力
な
ど
防

災
協
定
を
締
結
し
、
迅
速

か
つ
的
確
な
災
害
対
策
の

実
施
体
制
構
築
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
あ
ら
ゆ
る
領

域
で
協
働
を
進
め
た
い
。

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

予
定
。
結
果
は
情
報
提
供

し
、
各
自
治
会
の
相
談
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

自
治
会
長
会
議
や
研

修
、
市
政
懇
談
会
が
中
止

さ
れ
る
状
況
下
で
、
校
区

自
治
会
連
合
会
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。
体
制

強
化
に
向
け
て
の
支
援
を
。

答　
市
民
が
主
役
の
み

ち
づ
く
り
事
業
な
ど
、

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
核
と
し
て
、
地

域
の
実
情
に
即
し
良
好
な

地
域
環
境
を
つ
く
る
た
め

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
校

区
に
よ
り
大
き
な
差
異
が

あ
る
た
め
、
ま
ず
は
校
区

内
で
意
見
交
換
等
が
活
発

に
行
わ
れ
る
体
制
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

他
校
区
の
事
例
紹
介
等
を

含
め
、
活
性
化
に
向
け
た

支
援
策
充
実
に
努
め
た
い
。

災
害
時
受
援
体
制
構
築
の
意
義
は

自
治
会
存
続
へ
の
手
立
て
は
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問　
現
在
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
個
別
・
集
団
・
大
規

模
・
職
域
接
種
が
並
行
し

て
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

次
の
段
階
の
手
立
て
を
打

つ
た
め
、
状
況
を
的
確
に

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
。
国
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

記
録
シ
ス
テ
ム
（
Ｖ
Ｒ

Ｓ
）
を
運
用
す
る
上
で
、

情
報
共
有
は
し
っ
か
り
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
各
接
種
実
施
機
関

に
お
い
て
、
接
種
記

録
を
Ｖ
Ｒ
Ｓ
へ
登
録
す
る

こ
と
で
、
情
報
共
有
で
き

る
形
と
な
っ
て
い
る
。
接

種
費
用
を
国
保
連
合
会
経

由
で
市
へ
請
求
す
る
仕
組

み
で
、
そ
の
際
届
け
ら
れ

る
予
診
票
を
確
認
し
て
市

が
最
終
確
定
を
行
う
。

問　
定
住
人
口
の
増
加

に
向
け
、
市
の
イ
メ

ー
ジ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
戦
略
が

必
要
で
あ
る
。
施
策
の
１

つ
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム

・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
長
池
駅
、

プ
ラ
ム
パ
ー
ク
青
谷
駅
な

ど
、
市
の
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト

を
取
り
入
れ
た
駅
名
に
改

称
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

が
、
Ｐ
Ｒ
施
策
に
真
剣
に

取
り
組
む
考
え
は
。

答　
今
後
ま
ち
づ
く
り

の
進
展
に
伴
い
、
多

く
の
人
の
来
訪
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
市
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重

要
と
理
解
し
て
い
る
。
片

仮
名
の
駅
名
は
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
っ
て
印
象
に
残
り
、

Ｐ
Ｒ
効
果
が
高
い
と
考
え

る
が
、
鉄
道
事
業
者
や
地

域
住
民
の
意
向
、
駅
名
変

更
に
伴
う
多
額
の
費
用
負

担
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

研
究
課
題
と
し
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
情
報
共
有
は
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